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方法が必要とされていた．2006 年に眼球運動検査であるヘスチャートを使用して Hess Area 
Ratio(以下 HAR%)を算出し客観的に眼球運動を定量化する方法が報告された．このことによ
り眼窩骨折手術の成績を客観的数値で比較することが可能となった．今回著者らは，2007
年 1 月から 2015 年 8 月までの 10 年 7 カ月間に京都府立医科大学眼科において眼窩部 CT
で眼窩骨折と診断され，術前および術後 6 カ月以降にヘスチャートを施行し受傷後 30 日以
内に手術加療を行った 197 例（平均 29.0 歳）を対象とし，骨折の形状・部位、受傷から手
術までの時間，術前後の眼球運動障害について HAR%を算出し比較・検討した．197 症例の
内訳は右眼 92 例，左眼 105 例，性別は男性 154 例女性 43 例，年齢の幅は 7 歳から 85 歳で
あった．平均観察期間は 8.4 カ月，幅は 3 カ月から 59 カ月であった． 
骨折形状は、開放型 133 例，閉鎖型 60 例，筋絞扼型が 4 例であり，骨折部位は下壁が 145
例、内壁が 29 例、内下壁 23 例であった．受傷から手術までの平均日数は 10.7 日であった．
全症例では，術前 HAR%は 73.5から術後 92.9と手術により HAR%が有意に改善した．(p＜0.05)
閉鎖型骨折では，下壁（51 症例），内壁（6 症例），内下壁（3 症例）の術前 HAR%がそれぞ
れ 79.6,76.8,69.1 であったが，術後 HAR%はそれぞれ 96.2,96.8,96.2 といずれも有意に改
善した．(p＜0.05) 
開放型骨折では下壁（91 症例），内壁（22 症例），内下壁（20 症例）の術前 HAR%がそれぞ
れ 72.7,73.8,69.6 であったが，術後 HAR%はそれぞれ 91.7,87.6,92.9 といずれも有意に改
善した．(p＜0.05) 
手術を施行した時期について比較検討したところ下壁閉鎖型骨折において，受傷後 8 日目





併用，再建材料を使用しないという 5 種であったがいずれに群でも術前および術後の HAR%
に有意差は認められなかった． 
症例を 18 歳以下（70 症例 平均 14.2 歳）と 18 歳以上（128 症例 平均 37.2 歳）に分類




閉鎖型骨折では受傷後 8 日以内の手術加療が推奨される． 
 
 
